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　６月24日に設置された百条調査特別委員会は９月議会最終日までに４回の委員会を開催して調査にあたりました。

　① �６月19日朝の議会運営委員会で請願第３号が開示される前に同情報の内部情報が議員以外に流出、漏洩し
ている可能性について調査すること

　② �特定の議員が請願者名簿を利用して請願賛同人の個人宅等を訪問し、請願辞退を働きかけた疑いがあること

以上の調査を進めています。調査では、事実の解明をするために必要な証人を選び、証人尋問を行っています。
　第３回委員会では３人の証人尋問を行いました。第５回委員会では引き続き証人尋問を継続していくこととしま
した。

［  委員会の経過  ］

［  証人尋問（第3回委員会） ］

百条委員会運営要領（概略）
・委員会の会議は原則公開とする
・�調査は証人の基本的人権に最大限配
慮すること
・�証人への尋問方法は民事訴訟法に準じ
て行うこと
・�証人が偽証をしたときは禁錮などの罰
則が適用されること
・�証人は出頭時に補佐人の同伴を申請で
きること
・�委員会は弁護士の助言を求めることが
できること、  他。

■ 請願法
第５条　�この法律に適合する請願は、官

公署において、これを受理し誠
実に処理しなければならない。

第６条　�何人も、請願をしたためにいか
なる差別待遇も受けない。

■ 地方自治法
第124条　�普通地方公共団体の議会に請

願しようとする者は、議員の紹
介により請願書を提出しなけれ
ばならない。

■ 議会個人情報保護条例
第３条（議会の責務）
　�　議会は、その保有する個人情報の適
正な取扱いが確保されるよう必要な措
置を講ずるものとする。

第９条（安全管理措置）
　�　議長は、保有個人情報の漏えい、焼
失又は毀損の防止その他の保有個人
情報の安全管理のために必要かつ適
切な措置を講じなければならない。
第12条（利用及び提供の制限）
　�　議会は、法令に基づく場合を除き、
利用目的以外の目的のために保有個
人情報を自ら利用し、又は提供しては
ならない。

正副委員長の互選・・既報告
【第１回】令和６年７月１日（月）

委員会運営要領の決定、次回証人尋問者の決定など
【第２回】令和６年７月22日（月）

３人の証人尋問を実施した。
大久保 義一証人　森下 恒夫証人　宮元 広司証人

【第３回】令和６年８月７日（水）

次回委員会（10月２日）における証人尋問の対象
者、実施方法、質問事項を決定した。
森田 龍司証人　　足立 義美証人
渕本　 稔証人　　関　 綾乃証人

【第４回】令和６年９月10日（火）

　請願書は６月17日午後４時ごろ提出しました。
　６月19日の朝８時 39分に請願者の一人から、「署名を撤回したいの
で森下紹介議員と連絡を取りたい」と言う旨の電話があったことを議会
事務局からの電話で聞きました。
　６月20日に３人、21日に４人と連続して７人から請願賛同人を辞退
したいとの申し入れがありました。いずれも関議員が訪ねてこられ、辞
退の要請を受けたとのことでした。

▼  大久保 義一証人（請願代表者）の証言（一部）

　６月19日朝の議運で請願情報が議員に開示される前に、私が紹介議
員であると言う情報が、議員以外の人間に漏れていた。こんなことはあり
えないことなのでしっかり調査して真相解明が必要である。

▼  森下 恒夫証人（紹介議員）の証言（一部）

　６月17日午後に受け付けた請願書は、当日の夕方、電子メールで森
田議長に報告しました。
　最初の取消者である方から連絡を受けたのは、これは取消しをしてく
ださいという連絡ではなく、賛同者名簿に自身の氏名が記載されている
ことの事実確認であり、森下紹介議員と連絡を取りたいという内容で６
月19日の午前８時 39分に電話をいただきました。

▼  宮元 広司証人（議会事務局長）の証言（一部）

百条委員会の調査進む百条委員会の調査進む －請願受理及び個人情報－請願受理及び個人情報
　取扱事務調査特別委員会－　取扱事務調査特別委員会－
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令和６年５月１日付で審査付託を受けた３件の事案について、審査が終了しましたので報告します。
※審査結果報告への質疑・討論・採決等は、令和６年12月開催の定例会にて行われる予定です。

■審査結果
　１．審査請求対象の議員
	 吉田　俊平　議員

　２．審査の請求の対象となる事由の該当条項及び内容
	 朝議第28号：朝来市議会議員倫理条例第３条第１項第１号（＊）
		  �令和５年12月25日の第15回朝来市議会定例会における発議第11号朝来市小規

模企業等振興条例の制定についての審議中の松井道信議員に関する不当発言
	 朝議第29号：朝来市議会議員倫理条例第３条第１項第１号（＊）
		  �令和５年２月10日の産業建設常任委員会における藤本邦彦議員に関する虚偽発

言及び名誉毀損発言
	 朝議第30号：朝来市議会議員倫理条例第３条第１項第１号（＊）
		  �令和５年２月10日の産業建設常任委員会における一般社団法人よふどの恵及び

同法人理事細見守に関する虚偽発言及び名誉毀損発言
	 ＊�市民全体の代表として、その品位と名誉を損なうような一切の行為を行わず、その職務に関して

不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。

　３．審査の結果及び必要と認める措置
	 �朝議第28号、朝議第29号、朝議第30号のいずれの事案においても、朝来市議会議員倫理条例第

３条第１項第１号の規定に違反する事実があったと認定し、必要と認める措置として「公開の議
場における議長からの厳重注意及び対象議員による謝罪文の朗読」と決定した。

	 �なお、いずれの事案についても、①議場における措置後の議長等による記者発表、②審査結果の
議会だよりによる公表、③審査結果のケーブルテレビ放送による公表、を行い、審査請求者の名
誉回復に資すること。

■審査対象議員からの陳述書
　審査結果報告を受けての審査対象議員からの陳述書の提出はありませんでした。

朝来市議会政治倫理審査会
審査結果報告

朝議第28号 朝議第29号 朝議第30号
全会一致で違反あり違反あり

違反なし

水田　文夫
横尾　正信
嵯峨山　博

加藤　貴之
渕本　　稔

違反あり

違反なし

水田　文夫
横尾　正信
嵯峨山　博

加藤　貴之
渕本　　稔

委員会の構成
委員長：藤原　正伸　　　副委員長：水田　文夫
委　員：横尾　正信　  　加藤　貴之　　  嵯峨山　博　　  渕本　　稔
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令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
２
０
７
億
７
，
１
１
０
万�

円
、
歳
出
２
０
０
億
１
，
０
０
９
万�

８
千
円
、
差
引
き
７
億
６
，
１
０
０�

万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
な
ど
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
決

算
は
、
全
て
の
会
計
に
お
い
て
黒
字
、

も
し
く
は
均
衡
し
た
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
決
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

　

消
防
団
活
動
事
業
に
つ
い
て
、

火
事
や
水
防
で
の
出
動
と
並
び
、
イ

ベ
ン
ト
や
祭
り
の
警
備
に
つ
い
て
も

公
務
と
し
て
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。
今
後
、
公
務
か
公
務
で
な
い
か
、

一
定
の
整
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

消
防
団
活
動
の
年
間
活
動
は
、

年
度
初
め
に
消
防
団
と
の
協
議
で
決

定
し
て
い
る
。
地
域
の
行
事
な
ど
は
、

地
域
と
地
元
分
団
で
協
議
し
出
動
し

て
い
る
が
、
公
益
性
を
鑑
み
、
消
防

団
と
協
議
し
、
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　

雇
用
促
進
事
業
の
ジ
ョ
ブ
サ
ポ

あ
さ
ご
に
つ
い
て
、
登
録
は
２
２
３

人
と
決
し
て
少
な
い
数
字
で
は
な
い
。

実
際
の
相
談
に
行
く
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
、

「
ネ
ッ
ト
で
相
談
予
約
が
で
き
れ
ば

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
専
門
員
と
直
接
や
り

取
り
が
で
き
る
」
と
い
う
よ
う
な
形

に
し
な
い
と
、
今
の
仕
組
み
が
も
っ

た
い
な
い
と
思
う
が
。

答　

相
談
件
数
が
伸
び
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
は
事
実
だ
と
感
じ
て
い
る
。

ご
提
案
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

今
後
、
研
究
を
進
め
た
い
。

　

高
校
生
の
地
元
就
職
と

い
う
の
は
、
本
当
に
大
事
な

こ
と
。
ま
さ
に
今
、
人
手
不

足
と
い
う
の
が
本
当
に
差
し

迫
っ
た
課
題
で
あ
る
し
、
全

庁
的
な
取
組
と
し
て
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答　

高
校
に
出
向
い
て
の

キ＊

ャ
リ
ア
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
や

就
活
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
作

成
・
配
布
等
を
通
じ
て
、
市

内
の
各
事
業
所
に
も
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
事
業
所
の
魅

力
を
伝
え
て
い
る
。
高
校
生

の
地
元
就
職
、
ま
た
、
進
学

さ
れ
た
方
に
地
元
に
帰
っ
て

き
て
い
た
だ
く
た
め
の
こ
の

取
組
は
今
後
も
継
続
し
、
強

化
し
て
い
き
た
い
。

▲仕組みの改善を期待するジョブサポあさご

　

９
月
定
例
会
が
、
８
月
28
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
34
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
条
例
改
正
、
令
和
６

年
度
補
正
予
算
、
令
和
５
年
度
一

般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会

計
決
算
の
認
定
等
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
に
付
託
し
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

決
算
に
つ
い
て
は
、
最
終
日
に

予
算
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長

が
審
査
結
果
を
報
告
し
、
全
会
一

致
で
認
定
し
ま
し
た
。

 令和５年度決算を
� 認定しました。
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
い

わ
ゆ
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
任
せ
で

あ
っ
た
も
の
を
担
当
職
員
が
工
夫
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
朝
来
市
へ

の
寄
附
金
が
４
億
円
台
に
回
復
し
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
工
夫
を
し
た
の
か
。

答　

検
索
結
果
の
上
位
表
示
を
狙
う

Ｓ＊

Ｅ
Ｏ
対
策
や
、
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

制
作
を
外
部
委
託
す
る
な
ど
、
柔
軟

か
つ
迅
速
な
対
応
を
行
っ
た
。
や
は

り
見
や
す
い
魅
力
あ
る
ペ
ー
ジ
づ
く

り
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

４
億
円
台
に
回
復
し
た
こ
と
に

甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
朝
来
市
と
し

て
は
10
億
円
台
の
寄
附
金
を
目
指
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
職
員
を
中
心
と

し
た
取
組
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
成
功
し
て
い
る
自
治
体

に
倣
っ
た
戦
略
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

伸
ば
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
専
門
性
の
高
い
業
務
に
つ

い
て
は
委
託
等
を
し
な
が
ら
、
寄
付

額
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。　

　

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
方
が
災

害
時
の
一
時
的
利
用
等
を
す
る
可
能

性
の
あ
る
施
設
に
つ
い
て
、
非
常
用

電
源
の
確
保
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、

発
電
機
を
回
す
燃
料
が
確
保
さ
れ
て

い
る
の
か
等
、
現
状
把
握
で
き
て
い

る
か
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
備
え
付
け
の

発
電
機
で
何
時
間
対
応
で
き
る
の
か

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
現
時
点

で
は
詳
細
な
把
握
は
で
き
て
い
な
い

た
め
、
今
後
、
各
施
設
の
状
況
を
伺

う
中
で
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
が
取
れ
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。

　

在
宅
で
発
電
機
等
が
必
要
な
場
合

は
、
市
で
持
ち
込
み
、
接
続
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
定
期
的
に
接
続

テ
ス
ト
も
行
な
っ
て
い
る
。

　

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
道
路
照
明
設
置
基

準
の
策
定
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答　

道
路
照
明
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

社
団
法
人
日
本
道
路
協
会
が
発
行
し

て
い
る
道
路
照
明
施
設
設
置
基
準
が

あ
る
。
他
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
基

準
に
則
り
設
置
さ
れ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
基

準
を
基
に
関
係
各
所
と
協
議
を
行
い
、

必
要
な
個
所
に
設
置
を
す
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

　

新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
重
要
な
検
査
で
あ
る
と

思
う
。
そ
の
一
方
で
、
２
０
０
１
年

ぐ
ら
い
に
色
覚
検
査
が
検
査
項
目
か

ら
外
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
色
覚
検

査
は
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

色
覚
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
小
中
学
校
の
義
務
と
し
て
は

外
さ
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
が
、
全

国
で
も
近
年
再
開
す
る
学
校
も
出
て

き
て
い
る
の
で
、
今
後
、
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　

昨
今
、
非
常
に
暑
く
な
っ
て
い

る
た
め
、
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
等
の
配

布
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

結
露
が
起
き
に
く
い
ネ
ッ
ク

ク
ー
ラ
ー
が
あ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

研
究
・
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

▲寄附金額の拡大により、市民サービスの拡充を

（決算認定）

＊
キ
ャ
リ
ア
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

　

�

高
校
生
が
多
様
な
大
人
と
の

対
話
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の

生
き
方
・
暮
ら
し
方
を
考
え
る

機
会
と
す
る
。
ま
た
、
多
様
な

職
種
（
市
内
事
業
所
、
起
業

者
、
農
業
な
ど
）
に
触
れ
る
こ

と
で
そ
の
魅
力
を
知
り
、
さ
ら

に
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る

こ
と
で
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

＊
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策

　

�

検
索
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
有

益
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
、

そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
等
に
上
位
表
示
さ
れ
る

よ
う
に
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
改
善

す
る
対
策
。
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百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

　

令
和
６
年
度
補
正
予
算
、
令
和
５

年
度
各
会
計
決
算
の
審
査
を
付
託
さ

れ
た
予
算
決
算
特
別
委
員
会
（
分
科

会
方
式
）
は
、
議
長
を
除
く
17
人
の

議
員
で
構
成
し
、
延
べ
７
日
間
に
わ

た
り
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算
に
か

か
る
審
査
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

　

市
民
ラ
イ
タ
ー
養
成
講
座
が
開
催

さ
れ
、
延
べ
13
人
が
参
加
さ
れ
て
い

る
が
、
参
加
後
の
発
信
状
況
等
現
状

が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
講
座
の
効

果
を
図
る
た
め
に
も
現
状
を
把
握
さ

れ
た
い
。市

道
維
持
管
理
事
業

　

市
民
生
活
の
安
定
や
交
通
安
全
確

保
に
向
け
点
検
を
十
分
に
行
い
、
維

持
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

　

前
年
度
寄
付
額
よ
り
約
２
億
１
千�

万
円
増
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
含
め

た
取
組
改
善
に
よ
り
成
果
を
上
げ
た
。

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
商
社
の
導
入
、
専
門
家
の
配
置

や
民
間
活
力
を
取
り
入
れ
る
な
ど
思

い
切
っ
た
事
業
展
開
の
研
究
を
進
め

ら
れ
た
い
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
お
い
て
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
取

組
ま
れ
た
い
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

▲予算決算特別委員会の様子

広聴会に参加する団体を募集します
皆さんは、市議会に直接伝えたいことはないですか？

私たちは、市民の皆さんの生の声をお聞かせいただきたい！
という思いから、広聴会を開催することとしています。

広聴広報常任委員会では、広聴会を少人数で開
催し、和やかな雰囲気の中で皆さんとの対話を
重ねたいと思っています。
　皆さんからのお申し込みをお待ちしています。

〇広聴会に参加できるのは？
→市内に所在する５名以上の団体です。

〇参加の申し込みはいつ、どこに？
→記載希望日の一か月前までを目途に、議
会事務局へ申請書をご提出ください。

〇対話のテーマは？
→団体でテーマを決めていただき、申し込
みの際にご提出ください。

〇開催場所はどこ？
→各地区公民館や会議スペース等、申込団
体においてご準備ください。

お申し込み
はこちらから
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百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算�

（
第
３
号
）
は
、
現
計
予
算
額
に
１�

億
９
，
７
１
０
万
円
を
増
額
し
、
歳

入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
２�

０
億
８
，
７
２
０
万
円
と
す
る
も
の
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
感
染
予
防
が
な
ぜ
重
症
化

予
防
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

そ
し
て
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
っ
て
感
染
予
防
は
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
か
。

答　

令
和
６
年
10
月
か
ら
始
ま
る
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
60
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
特
定
の
疾
患
の
あ
る

方
が
対
象
で
あ
り
、
予
防
接
種
法
の

中
の
定
期
接
種
と
い
う
位
置
づ
け
で
、

あ
く
ま
で
も
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
の
も
の
と
し
て
実
施
す
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
副
作
用
、

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
市
で
一

定
調
査
し
、
住
民
に
周
知
す
る
必
要

が
あ
る
。
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
が
重
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。　

答　

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
等
が
決
定

さ
れ
れ
ば
、
医
師
会
と
も
調
整
し
な

が
ら
、
国
か
ら
の
情
報
を
市
と
し
て

し
っ
か
り
発
信
し
つ
つ
、
定
期
接
種

と
し
て
周
知
し
て
い
く
。

　

小
中
学
校
教
育
振
興
事
業
に
つ

い
て
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
端
末
を

使
用
し
て
い
て
、
問
題
は
な
い
の
か
。

答　

現
在
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
す
ん
な
り
入
り
や
す

い
感
覚
的
な
端
末
と
い
う
こ
と
で

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
、
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
将
来
的
に
社
会
人
と
し
て
Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
端
末
に
触
れ
る
機
会
が

非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
端
末
を
採
用
し
て
い

る
。
各
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
者
と
も
協

議
を
重
ね
、
現
在
使
用
し
て
い
る
端

末
に
問
題
は
特
に
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
第
２
期
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
に
お
い
て

も
、
同
様
の
端
末
で
整
備
し
て
い
く
。

　

昨
年
度
、
保
健
室
を
管
理
す
る

養
護
教
員
に
端
末
が
配
布
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
、
教
職
員
が
共
同

利
用
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
の
で
は
、

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
保
健
室
管
理

で
は
独
自
の
情
報
を
扱
う
た
め
、
好

ま
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
に
対
し
、
更
新
時
期
を
見
て
導

入
を
検
討
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

今
回
の
更
新
に
お
い
て
、
全
教

職
員
に
対
し
て
配
布
を
行
う
。

　

今
後
５
年
ご
と
に
、
１
億
７
０ 

０
０
万
円
近
い
お
金
が
、
市
の
負
担

と
し
て
発
生
す
る
の
か
。

答　

端
末
に
つ
い
て
は
、
国
の
ほ
う

で
５
万
５
０
０
０
円
を
上
限
と
し
た

基
準
額
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
３
分�

の
２
が
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。

市
の
持
ち
出
し
と
し
て
は
、
８
３
０�

０
万
円
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

質
疑

補正の主な内容

■議会運営事業
　�（請願受理及び個人情報取扱事務調査特別委員会の設置
に伴う弁護士委託料等の追加）� 130万円

■予防接種事業
　（新型コロナワクチンの価格見直しに伴う接種費用の追加）
� 4,496万9千円
■飼料価格高騰対策支援事業
　（畜産農家への飼料価格高騰に対する補助金の追加）
� 884万5千円
■小中学校教育振興事業
　�（小中学校の教育用ネットワーク適正化に伴うアクセスポ
イント更新費の追加）� 2,300万円
　�※令和７年度タブレット端末更新　1億6,400万円（債務負担）
■給食センター運営管理事業
　�（令和6年10月から令和7年3月まで市内小中学校児童生
徒の学校給食費を免除することに伴う財源更正）
� 4,300万円

債務負担行為：�翌年度以降に自治体が金銭的負担をする場合に、その内容
や限度額などを予算書に定めておくもの

補正予算（3号）
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調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

9月定例会で審議した議案等に対する賛否の状況
上
田　

幸
広

横
尾　

正
信

松
井　

道
信

水
田　

文
夫

加
藤　

貴
之

関　
　

綾
乃

吉
田　

俊
平

尾
﨑　

里
美

藤
原　

正
伸

足
立　

義
美

西
本　

英
輔

浅
田　

郁
雄

藤
本　

邦
彦

日
下　
　

茂

森
下　

恒
夫

嵯
峨
山　

博

渕
本　
　

稔

森
田　

龍
司

議案第55号 朝来市職員定数条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

議案第56号 朝来市営住宅条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第57号 令和６年度朝来市一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 令和６年度朝来市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 令和６年度朝来市介護保険特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 令和６年度朝来市水道事業会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 令和６年度朝来市下水道事業会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号 令和５年度朝来市一般会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第２号 令和５年度朝来市国民健康保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第３号 令和５年度朝来市宅地開発事業特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第４号 令和５年度朝来市休日診療所特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第５号 令和５年度朝来市介護保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第６号 令和５年度朝来市後期高齢者医療特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第７号 令和５年度朝来市財産区特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第８号 令和５年度朝来市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認
定につい て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第９号 令和５年度朝来市工業用水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第10号 令和５年度朝来市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定につ いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第5号 特別委員会設置要綱の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第6号 朝来市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定について × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○

－ 調査経費の増額の件について ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案　名

議　員　名

賛成した議員は〇　反対した議員は ×　欠席した議員は欠
※議長には通常、表決権がありません。
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百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

委員会調査報告
⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
事
項

⑵
朝
来
庁
舎
等
整
備
に
関
す
る
事
項

『
調
査
の
概
要
』

⑴�

令
和
５
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
指
標
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
た
。
第
１
四
半
期
の
閲
覧

件
数
比
較
で
は
、
令
和
５
年
度

27
万
３
４
０
９
件
に
対
し
て
令
和

６
年
度
29
万
７
４
３
２
件
で
あ
り

８
・
８
％
増
で
あ
っ
た
。
こ
の
要

因
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
に
よ
り
イ

ベ
ン
ト
等
が
増
え
、
人
流
が
回
復

し
た
こ
と
、
ま
た
、
行
動
意
欲
の

向
上
等
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

�　

第
１
四
半
期
の
滞
在
時
間
の
推

移
で
は
、
令
和
５
年
度
平
均
94
秒

に
対
し
て
令
和
６
年
度
平
均
86
秒

で
あ
り
８
秒
減
で
あ
っ
た
。
第

１
四
半
期
の
上
位
検
索
ワ
ー
ド
は
、

両
年
度
と
も
上
位
２
つ
は
、「
竹

田
城
跡
」、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
で

あ
っ
た
。

　

�　

な
お
、
令
和
５
年
度
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
解
析
ツ
ー
ル

（G
oogle

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
）

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
変
更
が
行
わ
れ
、

算
定
方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
４
年
度
以
前
と
令
和
５
年
度

以
降
の
比
較
は
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

⑵�

朝
来
庁
舎
等
（
庁
舎
、
旧
商
工
会

棟
、
庁
舎
北
棟
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
、
建
築
年

月
、
構
造
階
数
、
延
床
面
積
及
び

耐
震
診
断
の
説
明
を
受
け
た
。
な

お
、
朝
来
庁
舎
等
整
備
に
つ
い
て

は
、
建
て
替
え
る
か
ど
う
か
及
び

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
て
す
べ
て

未
定
で
あ
っ
た
。

『
委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見
』

⑴�

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
の
上
位
５
位
が

示
さ
れ
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ビ
ュ
ー
数
や
閲
覧
数
と
の
相
関
関

係
や
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
分
析

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
戦
略
的
に
活
用
す
る
た

め
適
切
な
分
析
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑵�

朝
来
庁
舎
の
整
備
検
討
委
員
会
設

置
の
際
に
は
、
公
募
委
員
を
設
け

る
な
ど
、
広
く
市
民
の
声
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ら
れ
た
い
。

災
害
時
等
に
お
け
る
無
人
航
空
機

（
ド
ロ
ー
ン
）
を
活
用
し
た
物
資
輸

送
等
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

【
調
査
の
概
要
】

　

本
市
に
隣
接
す
る
福
知
山
市
は
、

京
都
府
の
北
西
部
に
位
置
し
、
平
成

18
年
１
月
の
市
町
合
併
を
経
て
、
現

在
、
人
口
約
７
５
０
０
０
人
、
面
積

約
５
５
３
㎢
の
市
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
市
は
災
害
時
に
お
け
る

応
急
・
復
旧
活
動
を
円
滑
に
実
施
す

る
た
め
、
平
成
25
年
２
月
６
日
、
福

知
山
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
平
成
30
年
度
に

福
知
山
市
、
丹
波
市
と
３
市
連
携
推

進
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
連
携
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
、
福
知
山
市
は
、
地

震
、
風
水
害
、
豪
雪
や
そ
の
他
の
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
無
人
航
空

機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
活
用
し
て
、
孤

立
集
落
へ
の
救
援
物
資
の
輸
送
や
被

害
状
況
調
査
を
実
施
す
る
た
め
一
般

社
団
法
人
無
人
航
空
機
操
縦
士
養
成

協
会
（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
と
、「
災
害
時

等
に
お
け
る
無
人
航
空
機
を
活
用
し

た
物
資
輸
送
等
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
て
い
る
。
協
定
締
結
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
機
体
を
保
有

し
な
く
て
も
よ
い
、
②
有
資
格
者
の

養
成
を
必
要
と
し
な
い
、
③
飛
行
に

よ
る
経
費
は
発
生
し
な
い
、
④
災
害

時
以
外
に
も
活
用
が
可
能
を
挙
げ
、

基
本
的
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
無
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

【
委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見
】

　
「
災
害
時
等
に
お
け
る
無
人
航
空

機
を
活
用
し
た
物
資
輸
送
等
に
関
す

る
協
定
」
締
結
に
つ
い
て
、
他
の
自

治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
前

向
き
に
研
究
、
検
討
を
進
め
ら
れ
た

い
。

総
務
常
任
委
員
会
調
査
報
告

総
務
常
任
委
員
会
調
査（
視
察
）報
告

京
都
府
福
知
山
市

▲管外視察の様子（京都府福知山市）
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百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

委員会調査報告／一般会議実施報告
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
事
項

『
調
査
の
概
要
』

⑴
令
和
６
年
２
月
７
日

　

�　

本
調
査
を
行
う
に
当
た
り
、
当

局
に
確
認
が
必
要
な
事
項
や
課
題

等
に
つ
い
て
論
点
整
理
を
行
っ
た
。

⑵
令
和
６
年
８
月
８
日

　

�　

現
状
及
び
課
題
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
、
担
当
課
に
お
い
て
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
に
努
め

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
な
っ
た
理
由

と
し
て
、
保
護
者
の
疾
病
や
障
害
、

生
活
困
窮
な
ど
様
々
な
要
因
が
背

景
に
存
在
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

�　

福
祉
・
医
療
・
教
育
に
係
る
関

係
機
関
の
連
携
の
も
と
で
毎
月
開

催
し
て
い
る
実
務
者
会
議
な
ど
に

お
い
て
、
情
報
共
有
を
行
う
と
と

も
に
適
切
な
相
談
支
援
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
兵

庫
県
支
援
事
業（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

も
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
継
続
的
な

見
守
り
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
子

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
窓
口

と
し
て
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

『
委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見
』

　

子
育
て
支
援
課
が
中
心
と
な
っ
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
及
び

支
援
業
務
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後

も
福
祉
・
医
療
・
教
育
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
及
び
解
消
に
努

め
ら
れ
た
い
。

朝
来
市
消
防
団
の
現
状
に
つ
い
て

【
会
議
概
要
】

　

消
防
団
長
に
よ
り
、
朝
来
市
消
防

団
の
成
り
立
ち
及
び
現
状
に
つ
い
て
、

資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
危
機
管
理
部
か
ら
令
和

５
年
度
に
改
正
さ
れ
た
消
防
団
員
報

酬
及
び
創
設
さ
れ
た
分
団
報
奨
金
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【
主
な
発
言
要
旨
等
】（
抜
粋
）

·  �

現
在
の
実
員
で
も
火
災
等
に
は
対

応
で
き
る
が
、
今
後
起
き
る
か
も

し
れ
な
い
大
規
模
災
害
に
は
十
分

な
対
応
が
で
き
る
か
不
安
で
あ
る
。

·  �

減
少
が
続
く
消
防
団
員
を
確
保
し
、

十
分
な
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
、
消
防
団
に
お
い
て
も
急
務

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

·  �

６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
本
年

度
の
操
法
大
会
は
、
競
う
こ
と
よ

り
も
操
法
の
訓
練
と
い
う
位
置
づ

け
の
元
、
チ
ー
ム
力
を
上
げ
、
基

本
操
作
の
大
事
さ
を
学
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
実
施
し

た
。
今
後
も
過
度
な
競
争
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
操

法
大
会
に
つ
い
て
は
、
負
担
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
声
も
聞
く
が
、

消
火
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚

の
た
め
に
は
、
絶
対
続
け
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

·  �

団
員
不
足
対
策
と
し
て
、
消
防
団

は
朝
来
市
に
と
っ
て
最
重
要
な
組

織
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
市
が
Ｐ
Ｒ
や
活
動
服
の
新

調
等
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
に
よ
り
子

ど
も
が
憧
れ
る
消
防
団
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

·  �

消
防
団
員
協
力
店
制
度
等
を
創
設

し
、消
防
団
員
（
家
族
も
含
め
て
）

が
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
家
族
の
理
解
も
受
け

や
す
い
。

【
ま
と
め
】

　

今
回
、
朝
来
市
消
防
団
の
現
状
と

課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、

理
解
が
深
ま
っ
た
。
当
局
に
お
い
て

は
、
消
防
団
は
、
有
事
の
際
、
市
で

最
も
重
要
な
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら

団
員
不
足
問
題
を
は
じ
め
、
消
防
団

活
動
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
最

大
限
の
支
援
を
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
重
点
意
見
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

①�

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
、
市

も
消
防
団
と
協
力
し
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。

②�

消
防
団
活
動
に
つ
い
て
、
市
民
・

地
域
等
の
理
解
と
支
援
を
促
進
す

る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

③�

消
防
団
活
動
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

や
市
広
報
等
で
広
く
市
民
等
に
Ｐ

Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
。

④�

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
（
活
動

服
・
防
護
服
の
新
調
、
災
害
時
等

の
賄
い
、
消
防
団
協
力
店
制
度
の

創
設
）
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

⑤�

市
職
員
の
災
害
時
等
出
動
の
際
の

食
糧
費
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

⑥�

消
防
団
を
市
の
最
重
要
な
組
織
と

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
財
政
支
援
等
様
々
な
支

援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

文
教
民
生
常
任
委
員
会
調
査
報
告

総
務
常
任
委
員
会
一
般
会
議
実
施
報
告
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／
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議員定数（18名→16名）の
改正についての
パブリックコメント（意見公募）の結果

　令和６年９月定例会最終日の９月30日、「朝来市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定
について」として、議員定数を現行の18名から２名を減じて16名とする内容で議員発議され、質
疑・討論の後、採決に入り、賛成多数により原案どおり可決しました。

※次の一般選挙（令和７年10月予定）から適用されます。

質疑・討論・採決の様子は、録画映像
インターネット配信をご覧ください。

①�朝来市議会は令和７年に執行される市議会議員選挙に向け、議員定数を確定するために、令和
５年12月に設置した議会改革調査特別委員会（定数６人）で、検討してきました。

②�今日までに16回の委員会を開催し、市議会の改革に向け調査研究してきました。議員定数につ
いてもそのうち７回、委員会で調査し、意見交換の結果、多数決により議員定数を現在の18人
から２名を減じて16名にするべきとの結果を得ました。

③�よって当委員会としては、朝来市議会基本条例第19条の規定に基づき、この結果を市民の皆様
にお知らせして、広く意見等を公募し、その意見等を参考にして最終の報告を議会にあげたい
と考えています。

■意見募集の趣旨と考え方

　募集期間を令和６年８月23日（金）～９月20日（金）の29日間に設定し、17件（郵便８件、ファク
シミリ２件、電子メール３件、持参４件）のご意見をお寄せいただきました。
　「議員定数削減により削減できる経費で、定数削減後の議員の報酬や活動費を引き上げるな
ど、議員の待遇を改善すれば競争性が高まり、資質の高い候補者が議員になるのではないか。」と
いったご意見や、「議員定数を削減することは、市民の多様な意見の議会への反映を妨げるものと
考える。」など、貴重なご意見が記載されていました。

■パブリックコメントの結果

■パブリックコメント実施後の展開

上
田　

幸
広

横
尾　

正
信

松
井　

道
信

水
田　

文
夫

加
藤　

貴
之

関　
　

綾
乃

吉
田　

俊
平

尾
﨑　

里
美

藤
原　

正
伸

足
立　

義
美

西
本　

英
輔

浅
田　

郁
雄

藤
本　

邦
彦

日
下　
　

茂

森
下　

恒
夫

嵯
峨
山　

博

渕
本　
　

稔

森
田　

龍
司

発議第6号 朝来市議会議員定数条例の一部を改正する
条例制定について × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ※

議　案　名

議　員　名

賛成した議員は〇　反対した議員は ×　欠席した議員は欠　　※議長には通常、表決権がありません。

提出された意見等の概要については、
朝来市議会ホームページをご覧ください。
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調
査
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だ
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程（
12
月
定
例
会
の
予
定
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議会だよりアンケート
　広聴広報常任委員会では、議会だよりが市民の皆さんにより親しまれ、分かりやすく読みやす
い紙面となるよう、また市民と議会とをつなぐツールとなるよう、毎号の編集作業を行っています。
この度、皆さんの議会だよりに対する思いを聴取するため、「議会だよりアンケート」による調査を
行いました。
　アンケートはがきは、８月発行の議会だより第91号に挟み込んで全戸配布するとともに、イン
ターネット回答の手法も取り入れました。
　集計結果は次のとおりで、問８へご記入いただいたご意見・ご感想は、今後の議会だより編集作
業等の参考とさせていただきます。
　ご協力ありがとうございました。

問１ 年代を教えて下さい。
20歳未満 0件 （　 0%）
20代 0件 （　 0%）
30代 0件 （ 　0%）
40代 1件 （ 2.6%）

50代 3件 （ 7.9%）
60代 9件 （23.7%）
70歳以上 24件 （63.2%）
回答しない 1件 （ 2.6%）

問３ �議会だよりの内容はどうですか。
もっと平易に書いてほしい 8件　（22.2%）
ちょうど良い 24件　（66.7%）
もっと専門的に書いてほしい 4件　（11.1%）

問４ �議会だよりについているQRコードを活
用していますか。

活用している 9件　（23.7%）
活用していない 24件　（63.2%）
知らない 5件　（13.1%）

問５ �表紙について、昨年８月から、市民の方
に身近に感じられるよう、市民の方にご
応募いただいた人物写真を掲載してい
ます。（複数回答可）

身近に感じられるように
なった 21件　（55.3%）

自分も応募してみたい 3件　（ 7.9%）
特に変わらない 14件　（36.8%）

問６ �賛否の状況について、どのような記載方
法が良いと思いますか。

省略せず全て○×を記載した
ほうが良い（現状のまま） 26件　（70.3%）

全員が賛成の議案は
まとめて記載したほうが良い 3件　（ 8.1%）

状況に応じてどちらでも良い 8件　（21.6%）

問７ �閉会中の活動報告について、前号まで
は各委員会の報告文章を掲載していま
したが、今号から一覧表形式にしました。
委員会の状況が良く分かるようになりま
したか？

良くわかるようになった 16件　（41.0%）
変わらない 19件　（48.7%）
分からなくなった 4件　（10.3%）

問2 性別を教えて下さい。
女性 7件　（18.4%）
男性 30件　（79.0%）
回答しない 1件　（ 2.6%）

集計
結果

ご
協
力あ

りが
とうございました

。
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百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
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況
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委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
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報
告
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パ
ブ
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をを

˓ 

԰
ࠜ
෇
ӡ
ಈ
ࢪ
ઃ
ͷ
ݕ
౼
ঢ়
گ

　

੓
策
આ
明
会
で
、
朝
来
市
が
ॴ

༗
し
て
い
る
౔
地
３
か
ॴ
に
ߜ
っ
た

と
報
告
が
あ
っ
た
が
、
検
討
ܦ
ա
等

に
つ
い
て
࢕
う
。

答　

市
有
地
の
有
効
活
用
や
地
理
的

な
観
点
か
ら
３
か
所
を
整
備
ީ
補
地

と
し
て
બ
定
し
、
専
門
業
者
に
委
託

し
調
査
を
進
め
て
い
る
。
ީ
補
地
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
周
ล
౔
地
の
取

ಘ
も
ࢹ
野
に
入
れ
て
い
る
。
11
月
末

ま
で
に
検
討
࠙
話
会
を
開
催
し
、
12

月
中
に
最
終
ީ
補
地
を
બ
定
し
た
い
。

˓ 

چ
ே
དྷ
ྊ
੉
ҩ
ྍ
η
ϯ
λ
ồ
੻
஍

ɹ 

੔
උ
ͷ
ਐ
௙
ঢ়
گ
౳

　

੻
地
整
備
は
、
民
ؒ
の
提
Ҋ
を

ड
け
て
検
討
中
だ
が
、
進
௙
状
況
や

今
後
の
方
޲
性
は
い
か
が
か
。

答　

跡
地
の
ར
活
用
に
つ
い
て
は
、

市
有
財
࢈
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

民
間
事
業
者
へ
有
ঈ
ି
付
を
す
る
こ

と
と
し
、
आ
り
受
け
ر
๬
者
の
募
集

を
実
施
し
た
い
。
令
和
７
年
１
月
に

ି
付
け
の
ਃ
込
み
を
受
け
付
け
、
事

業
計
ը
及
び
価
格
提
案
な
ど
を
審
査

の
う
え
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
ି
し

付
け
を
開
始
し
た
い
。

˓ 

چ
ே
དྷ
࿨
ా
ࢁ
ҩ
ྍ
η
ϯ
λ
ồ

ɹ 

੻
஍
੔
උ
ͷ
ํ
਑
౳

　

੻
地
整
備
は
、
民
ؒ
活
ྗ
を
導

入
し
、
朝
来
市
の
؍
ޫ
ڌ
఺
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
に
整
備
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答　

跡
地
の
ར
活
用
に
つ
い
て
は
、

市
有
財
࢈
の
有
効
活
用
を
図
る
観
点

か
ら
、
今
後
、
事
業
者
と
の
対
話
を

通
じ
た
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
の
実
施
を
検
討
す
る
な
ど
、
観
ޫ

ৼ
ڵ
を
含
め
有
効
活
用
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

公
共
施
設
再
配
置
の
進
捗
状
況
等

足 

立 

義 

美

清
風
の
絆

代表質問

▲民間に有償貸付予定の旧朝来梁瀬医療セ
ンター跡地

市
政
市
政
問
う
問
う

　一般質問（代表・個人）では、市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来の方針
等について問い質し、また、行政施策に対する提案等も行います。
　なお、内容と写真は各議員が560字以内にまとめ提出したもので、質問順に掲載していま
す。紙面の制約上、質問・答弁とも要約されており、文責は各議員にあります。
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／
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˓ 

ܾ
ࢉ
ঢ়
گ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

ࡒ
੓
調
整
基
金
が
令
和
３
年
度

か
ら
５
年
度
で
約
12
億
円
と
大
き
く

ੵ
み
্
が
っ
た
。
ະ
来
へ
の
౤
資
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

答　

子
ど
も
施
策
や
教
育
へ
の
౤
資
、

将
来
の
負
担
ܰ
減
に
つ
な
が
る
取
組

み
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
大
型
事

業
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公

共
施
設
管
理
基
金
へ
積
み
回
し
を
行

い
、
対
応
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　

԰
಺
公
Ԃ
や
第
１
ࢠ
か
ら
の
保

育
料
無
ঈ
化
に
取
り
組
Ή
必
要
が
あ

る
。

答　

԰
内
で
の
༡
べ
る
場
所
に
つ
い

て
は
、
市
内
に
２
か
所
の
ط
存
の
施

設
を
活
用
し
、
༮
児
向
け
の
༡
び
場
、

日
༵
広
場
を
開
์
し
て
い
る
。
今
後

は
、
԰
内
༡
ٔ
施
設
機
能
を
付
加
し

た
施
設
を
研
究
す
る
。

　

無
ঈ
化
に
つ
い
て
は
、
څ
食
費
や

保
育
料
の
無
ঈ
化
な
ど
、
子
育
て
ੈ

ଳ
か
ら
の
要
๬
が
あ
る
こ
と
は
ঝ
知

し
て
い
る
。
研
究
す
る
課
題
で
あ
る
。

˓ 

๷
ࡂ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

自
助
、
共
助
な
ど
地
Ҭ
防
災
ྗ

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
体
੍
整
備

等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

答　

地
۠
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
防
災
会
議
の
内
༰

を
見
௚
し
す
る
。
有
効
な
会
議
の
場

と
し
て
活
用
し
、
防
災
に
つ
い
て
情

報
共
有
で
き
る
体
制
整
備
を
進
め
て

い
く
。

　

ݸ
人
が
準
備
す
る
防
災
資
機
ࡐ

へ
補
助
し
、
市
民
の
意
ࣝ
޲
্
に
つ

な
͛
る
必
要
が
あ
る
。

答　

防
災
用
඼
の
ߪ
入
に
対
す
る
補

助
は
、
現
在
検
討
を
し
て
い
る
。

˓ 

ೝ
஌
঱
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

朝
来
市
に
お
い
て
高
ྸ
ऀ
は
Կ

人
お
ら
れ
る
の
か
。

答　

令
和
６
年
７
月
未
現
在
で
１
万 

２
８
４
人
お
ら
れ
る
。

　

հ
護
ೝ
定
を
ड
け
て
い
る
方
は

ど
れ
ఔ
お
ら
れ
る
の
か
。

答　

本
年
６
月
末
で
２
４
０
８
人
お

ら
れ
る
。

　

ೝ
知
症
の
方
は
ど
れ
ఔ
お
ら
れ

る
の
か
。

答　

お
よ
そ
１
５
０
０
人
程
が
認
知

症
の
何
ら
か
の
症
状
が
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
推
計
し
て
い
る
。

　

ೝ
知
症
高
ྸ
ऀ
等
̜
̥
Ｓ
機
能

෇
き
端
末
費
助
成
事
業
が
あ
る
が
、

ど
の
༷
な
事
業
な
の
か
。

答　

在
宅
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
認

知
症
の
方
で
、
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ొ
࿥
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
、
ر
๬
さ
れ
る
場

合
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
の
端
末
の
実

費
ར
用
相
当
分
を
助
成
す
る
事
業
で

あ
る
。

　

ݸ
人
ഛ
ঈ
੹
任
保
ݥ
Ճ
入
事
業

に
つ
い
て
ৄ
し
い
આ
明
を
ٻ
め
る
。

答　

認
知
症
の
方
が
日
常
生
活
に
お

け
る
ۮ
વ
、
ಥ
発
的
な
事
ނ
に
ૺ
遇

し
た
場
合
や
他
人
に
ո
զ
を
負
わ
せ

た
り
他
人
の
財
࢈
を
յ
し
た
り
す
る

事
に
よ
っ
て
、
本
人
や
家
族
が
法
཯

上
の
ଛ
害
ഛ
ঈ
੹
೚
を
負
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
場
合
に
ഛ
ঈ
金
を
保

険
で
補
ঈ
す
る
事
業
で
あ
る
。
朝
来

市
が
保
険
ܖ
約
者
と
な
り
保
険
料

を
負
担
す
る
。
本
人
の
費
用
負
担
は

無
く
、
万
が
一
事
ނ
の
あ
っ
た
場
合

の
補
ঈ
を
さ
せ
て
௖
く
と
ݴ
う
事
で
、

補
ঈ
金
額
は
最
大
で
１
億
円
と
い
う

保
険
内
༰
に
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
は
社
会
の
宝

嵯
峨
山　

博

朝
来
市
創
生
の
会

代表質問

朝
来
市
に
お
け
る

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

尾 

﨑 

里 

美

個人質問

▲準備しましょう！防災グッズ

▶
認
知
症
高
齢
者
等
4
0
4
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ύ
ン

フ
レ
ッ
ト

氏名下の二次元コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 14
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ฏ
成
29
年
６
݄
定
ྫ
会
で
総
ֹ

を
̔
⁌
３
２
̕
万
１
⁌
０
０
０
円
に

म
正
し
て
վ
म
し
た
᎟
፩
૷
置
は
ฏ

成
29
年
Ҏ
߱
で
ނ
ো
等
ස
度
は
ど
の

ఔ
度
か
。
ま
た
ଞ
に
も
施
設
や
設
備

が
ނ
ো
等
を
来
し
て
い
な
い
か
。

答　

ނ
障
ස
度
は
、
令
和
元
年
１
回
、

令
和
２
年
度
２
回
、
令
和
３
年
度
２

回
、
令
和
４
年
度
８
回
、
令
和
５
年

度
８
回
で
、
ଯ
ං
を
੡
造
す
る
上
で

現
時
点
で
は
機
ց
及
び
設
備
に
問
題

と
な
る
ނ
障
が
な
い
。

　

᎟
፩
機
に
つ
い
て
も
ຖ
年
յ
れ

て
い
る
が
、
一
度
見
直
し
て
の
施
設

を
20
年
ؒ
、
30
年
ؒ
ҡ
࣋
す
る
た
め

に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
お
金
が
要
る
の
か
、

そ
の
た
め
の
ࡒ
源
を
ど
う
す
る
の
か
、

ҡ
࣋
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
考
え

方
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

ࢲ
も
１
回
は
現
場
の
中
を
見
さ

せ
て
௖
き
、
指
定
管
理
者
と
話
を
し

な
が
ら
、
今
後
の
方
向
性
を
見
ۃ
め

さ
せ
て
௖
き
た
い
。

˓ 

೶
ۀ
ৼ
ڵ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

来
年
度
か
ら
ฌ
ݿ
ݝ
が
キ
ψ
ώ

カ
リ
を
඼
種
վ
ྑ
し
た
高
Թ
଱
性
ถ

を
一
般
࠿
ഓ
さ
せ
る
予
定
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
࠿
ഓ
促
進
支
ԉ
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

関
係
機
関
と
も
連
携
し
今
後
の

動
੩
を
見
ۃ
め
た
い
。

˓ 

౎
ࢢ
։
ൃ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

ε
Ϛ
ー
ト
γ
ς
ỹ
関
࿈
事
業
の

࠾
୒
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

答　

ス
Ϛ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
は
新

た
な
価
値
を
創
出
し
て
市
全
体
の
魅

力
向
上
に
ܨ
が
る
可
能
性
が
あ
り
、

ઌ
進
事
例
の
知
見
等
を
参
考
に
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

大
規
模
改
修
を

吉 

田 

俊 

平

個人質問

˓ 

೔
ຊ
Ҩ
࢈
ͷ
׆
༻
Λ

　

೔
本
Ҩ
࢈
「
ۜ
の
അ
ं
道
ɾ
߭

ੴ
の
道
」
の
ೝ
定
ܧ
ଓ
に
際
し
、
文

化
庁
か
ら
指
ఠ
さ
れ
た
఺
に
ど
う
取

り
組
Ή
の
か
。

答　

ۜ
അ
ं
か
΅
ち
Ỵ
等
の
商
඼
開

発
、
生
野
ス
テ
イ
等
の
食
・
॓
ധ
提

供
の
؀
ڥ
整
備
を
支
援
す
る
。

　

指
導
し
て
く
れ
る
学
ऀ
の
օ
さ

ん
の
指
ఠ
に
、
ど
う
応
え
る
の
か
。

答　

ϔ
リ
テ
ー
ジ
と
し
て
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
と
し
て
バ
ラ
ロ
ー
ド
の
拠
点

化
・
整
備
、
地
域
の
「
ۜ
の
അ
ं
道
・

߭
ੴ
の
道
」
Ѫ
の
ৢ
成
、
地
域
外
か

ら
の
༠
٬
増
加
を
め
͟
す
。

˓ 

࣮
ફ
త
ͳ
๷
ࡂ
ͷ
औ
Γ
૊
Έ

　

災
害
時
の
ආ
೉
ॴ
設
Ӧ
ɾ
ӡ
Ӧ

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
準
備
ɾ
計

ը
し
て
い
る
の
か
。

答　

ආ
೉
所
ご
と
の
必
要
物
資
リ
ス

ト
を
策
定
、
間
࢓
切
り
の
設
置
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
等
に
取
り
組
Ή
。

　

ආ
೉
ॴ
設
Ӧ
ɾ
ӡ
Ӧ
に
ঁ
性
の

視
఺
が
必
要
だ
。

答　

市
໾
所
職
員
も
関
わ
る
が
、
そ

こ
に
ঁ
性
職
員
も
入
っ
て
も
ら
う
。

˓ 

̟
̧
ੜ
໺
Ӻ
ࣷ
ͷ
੔
උ

　

住
民
の
ܜ
え
る
৔
と
し
て
生
໺

Ӻ
舎
੢
ޱ
޿
৔
に
ベ
ン
チ
が
必
要
。

౦
ޱ
଴
߹
室
は
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア

を
活
用
し
た
取
り
組
み
、
Τ
ア
コ
ン

や
̬
̸
̛
̸
を
整
備
す
べ
き
。

答　

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
し

て
い
る
の
で
、
̟
Ｒ
と
の
間
で
協
議

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
て
い

る
。
実
現
に
Ή
け
て
取
り
組
Ή
。

Ｊ
Ｒ
播
但
線
活
性
化
へ

高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
を

渕 

本　

  

稔

個人質問

▲ＪＲ生野駅東口待合室

▶
令
和
４
年
度
、５
年
度
に
兵
庫
県
知
事
৆
を
連
続

受
৆
し
た
౔
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

15
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˓ 

֎
ࠃ
ਓ
࿑
ಇ
ऀ
ड
ೖ
ا
ۀ
ͷ
ࢧ
ԉ

　

外
ࠃ
人
࿑
ಇ
ऀ
に
朝
来
を
બ
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
「
朝
来
で
ಇ
く

外
ࠃ
人
へ
の
新
生
活
支
ԉ
੍
度
」「
よ

う
こ
そ
朝
来
市
へ
支
ԉ
੍
度
」
等
の

૑
設
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

外
国
人
࿑
ಇ
者
の
政
策
は
、
国

へ
要
๬
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

˓ 

ແ
ਓ
Ӻ
ର
ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

Ӻ
は
「
あ
さ
̜
Ｏ
」
の
発
ண
఺

に
も
な
る
と
こ
Ζ
、
ྊ
੉
、
新
Ҫ
Ӻ

な
ど
の
଴
߹
に
ネ
ッ
ト
؀
ڥ
と
空
調

を
整
え
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ε
ペ
ー
ε

と
し
て
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答　

଴
ち
時
間
に
学
生
も
ษ
強
で
き

る
よ
う
な
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

等
の
整
備
実
現
に
向
け
、
̟
Ｒ
と
協

議
し
て
い
く
。

˓ ủ
͋
͞
̜
̤
Ứ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
「
ප
Ӄ
、
Ӻ
な
ど
Τ
リ
ア
を
௒

え
て
ӡ
行
を
」「
特
ٸ
利
用
を
促
進

す
る
な
ら
「
あ
さ
̜
Ｏ
」
か
ら
৐
׵

え
が
で
き
る
よ
う
に
」
な
ど
の
意
見

が
あ
る
が
、
Τ
リ
ア
を
௒
え
て
の
ӡ

行
は
で
き
な
い
か
。

答　
「
あ
さ
Ｇ
Ｏ
」
は
、
װ
ઢ
と
な

る
路
ઢ
バ
ス
や
మ
道
等
に
つ
な
͙
こ

と
で
、
公
共
交
通
機
関
と
の
共
存
を

図
り
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

る
。
৐
り
継
͗
を
お
ئ
い
す
る
。

　
「
̟
̧
を
利
用
し
て
ҿ
み
に

行
っ
た
り
、
通
Ӄ
し
た
り
す
る
と
、

࠷
ऴ
ޕ
後
５
時
൒
で
は
使
い
に
く

い
。」
と
の
意
見
が
あ
る
。
ޕ
後
̕

時
ࠒ
ま
で
ӡ
行
で
き
な
い
か
。

答　

ಇ
き
方
改
ֵ
に
よ
る
時
間
外
࿑

ಇ
の
上
限
規
制
や
ຫ
性
的
な
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
の
状
況
も
あ
り
、「
あ
さ

Ｇ
Ｏ
」
の
ӡ
行
時
間
延
長
は
೉
し
い

の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

˓ 

։
͔
Ε
ͨ
ே
དྷ
ࢢ
Λ

　

市
௕
の
基
本
的
な
考
え
は
。

答　

情
報
発
信
は
各
部
に
ݺ
び
か
け
、

研
म
も
実
施
し
て
い
る
。
広
ௌ
は
政

策
づ
く
り
に
最
も
重
ࢹ
し
て
お
り
、

市
民
と
の
対
話
を
重
ね
て
い
る
。

　

̝
̥
の
ա
ڈ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

等
を
࡟
আ
せ
ͣ
࢒
す
べ
き
。

答　

ࠞ
ཚ
無
い
公
開
方
法
を
研
究
し

た
い
。

　

税
や
手
数
料
の
վ
正
を
ύ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
対
৅
に
ؚ
め
る
べ

き
。

答　

国
の
行
ֵ
の
動
向
等
を
౿
ま
え

て
対
応
し
た
い
。

　

市
໾
ॴ
の
空
き
会
議
室
を
高
校

生
の
自
श
室
と
し
て
։
์
す
べ
き
。

答　

和
田
山
Ӻ
の
଴
合
ࣨ
の
再
整
備

に
向
け
て
̟
Ｒ
と
協
議
を
し
た
い
。

˓ 

͋
͞
̜
̤
ͷ
Ұ
า
ઌ
ͷ
ະ
དྷ
Λ

　

޿
い
朝
来
市
で
は
ݸ
人
も
事
業

ऀ
も
༷
ʑ
な
৔
໘
で
送
ܴ
が
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
̢
̰
̰
Ｓ
⁌
共
૑
と

い
っ
た
考
え
方
で
「
共
同
送
ܴ
」
に

޲
け
た
協
議
会
を
発
足
す
べ
き
。

答　

国
も
推
進
す
る
重
要
な
考
え
方
。

将
来
的
に
ҟ
業
者
・
ҟ
分
野
の
移
動

؀
ڥ
の
連
携
・
協
ಇ
を
進
め
た
い
。

　

ε
ク
ー
ル
ό
ε
に
一
般
市
民
も

ࠞ
৐
可
能
か
。
ε
ク
ー
ル
ό
ε
の
空

き
時
ؒ
を
ප
Ӄ
送
ܴ
に
使
え
な
い
か
。

答　

現
在
の
規
則
・
ӡ
用
上
೉
し
い
。

　

ප
Ӄ
の
予
約
状
況
の
情
報
か
ら
、

ؼ
り
の
ό
ε
の
時
ؒ
を
予
ଌ
す
る
γ

ε
ς
ム
を
։
発
し
て
は
ど
う
か
。

答　

通
Ӄ
に
関
し
て
は
予
約
変
更
で

௚
近
の
ศ
に
৐
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

生
໺
Ӻ
の
؍
ޫ
Ҋ
಺
ॴ
を
朝
か

ら
։
け
て
市
民
が
ό
ε
଴
ͪ
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
。

答　

委
託
事
業
者
等
と
研
究
し
た
い
。

住
み
続
け
た
い元

気
で
美
し
い
朝
来

水 

田 

文 

夫

個人質問

あ
る
も
の
を
活
か
そ
う

加 

藤 

貴 

之

個人質問

▲新井駅待合スペース

▲「共同送迎」みんなで考えましょう！

氏名下の二次元コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 16
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会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

˓ 

̖
̚
̙
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

市
಺
に
̖
Ｅ
̙
は
、
Կ
か
ॴ
に

設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
設
置

৔
ॴ
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ܝ
ࡌ

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
、
生
野
地
域
に
27
か
所
和

田
山
地
域
に
70
か
所
、
山
౦
地
域
に

25
か
所
、
朝
来
地
域
に
18
か
所
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ܝ
ࡌ
し
、
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ϛ
ッ
プ

に
も
ొ
࿥
し
て
い
る
。

　

̖
Ｅ
̙
使
用
時
、
ঁ
性
の
ϓ
ラ

イ
ό
γ
ー
保
護
の
ҝ
や
ࢭ
݂
な
ど
に

໾
ཱ
つ
ࡾ
֯
ۊ
を
̖
Ｅ
̙
Ϙ
ッ
ク
ε

に
配
置
す
る
自
治
体
が
ଟ
い
。
朝
来

市
で
も
配
置
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

今
後
、
研
究
さ
せ
て
௖
く
。

˓ 

બ
୒
త
෉
්
ผ
੏
੍
౓
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

ੈ
界
で
།
一
ٛ
務
化
さ
れ
て
い

る
೔
本
の
夫
්
同
੏
੍
度
は
、
ࠃ
࿈

か
ら
差
別
的
ن
定
と
し
て
ק
告
を
ड

け
て
い
る
。
市
௕
の
、
બ
୒
的
夫
්

別
੏
੍
度
に
つ
い
て
の
見
ղ
は
。

答　

બ
୒
的
夫
්
別
੏
制
度
は
、
国

お
い
て
し
っ
か
り
議
論
さ
れ
෯
広
く

理
解
を
ಘ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

உ
ঁ
の
໾
ׂ
に
無
意
ࣝ
に
ݻ
定

؍
೦
を
࣋
つ
ジ
ェ
ン
μ
ー
ό
イ
ア
ε

の
ղ
消
の
ҝ
の
一
つ
取
組
と
し
て
ࠗ

ҽ
ಧ
け
の
ه
ࡌ
ྫ
の
「
ࠗ
ҽ
後
の
夫

්
の
ࢯ
」
の
ཝ
の
チ
Τ
ッ
ク
を
外
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

時
୅
に
ଈ
し
た
様
式
、
ه
ࡌ
例

に
改
め
る
。

˓ 

ެ
ڞ
޻
ࣄ
ͷ
ൃ
஫
ํ
ࣜ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

今
後
の
公
共
工
事
に
お
い
て
専

門
工
事
業
ऀ
に
෼
཭
し
て
発
஫
を
行

う
෼
཭
発
஫
方
ࣜ
を
検
討
す
べ
き
。

答　

市
内
業
者
の
発
஫
機
会
の
確
保

に
最
大
限
配
ྀ
し
工
事
発
஫
す
る
。

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
た
め
に

上 

田 

幸 

広

個人質問

　
「
健
޾
」
を
ܝ
͛
る
本
市
に
お

い
て
、
ো
が
い
ऀ
も
健
常
ऀ
と
同
༷

の
生
活
が
出
来
る
༷
支
ԉ
す
る
と
い

う
ϊ
ー
Ϛ
ラ
イ
θ
ー
γ
ョ
ン
に
対
す

る
取
組
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

ୠ
അ
管
内
の
市
町
の
関
係
機
関

と
共
に
会
議
体
を
構
成
し
、
入
Ӄ
中

の
ਫ਼
ਆ
障
が
い
者
の
方
々
の
社
会
復

帰
の
促
進
、
自
立
と
社
会
経
ࡁ
活
動

へ
の
参
加
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

80
୅
の
਌
が
50
୅
の
ࢠ
供
の
生

活
を
支
え
る
̔
０
５
０
問
題
。
本
市

の
実
ଶ
は
ど
う
な
の
か
。

答　

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題

で
困
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の

が
6
件
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ૣ
期
発

見
と
ૣ
急
な
支
援
が
重
要
だ
。

　

本
市
の
自
ࡴ
཰
は
全
ࠃ
や
ฌ
ݿ

ݝ
と
ൺ
ֱ
し
て
も
ܧ
ଓ
的
に
高
い
஋

と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
う
し
た
こ

と
に
な
る
の
か
。

答　

朝
来
市
の
自
ࡴ
཰
が
高
い
理
由

や
他
市
と
の
ҧ
い
に
つ
い
て
は
明
確

に
出
来
な
い
状
況
。
引
き
続
き
実
態

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ή
ー
ト

キ
ー
ύ
ー
の
養
成
を
継
続
的
に
実
施

し
自
ࡴ
対
策
を
進
め
て
い
く
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
ల
に
よ
っ
て

情
報
֨
差
が
進
み
、
༷
ʑ
な
໘
で
不

利
ӹ
を
ඃ
る
人
ʑ
が
生
ま
れ
る
時
୅

と
な
っ
て
い
る
。
市
当
ہ
は
こ
う
し

た
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

現
୅
社
会
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ

ル
格
差
の
解
消
は
全
て
の
人
が
平
等

に
情
報
を
ಘ
て
社
会
生
活
を
๛
か
に

す
る
た
め
の
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

格
差
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に
向

け
ᬏ
進
し
て
い
く
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

松 

井 

道 

信

個人質問

▶
生
き
る
か
が
や
き
プ
ラ
ン
（
朝
来
市
自
ࡴ
対
策

計
ը
・
後
期
計
ը
）

▶
ঁ
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
も
໾
立
つ
ࡾ

֯
ۊ
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倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

˓ 

೶
ۀ
ͷ
ະ
དྷ

　

ถ
の
生
࢈
高
は
、
４
５
０
０
ト

ン
、
ച
্
で
約
10
億
円
と
朝
来
市
の

主
要
生
࢈
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
近

年
཭
೶
が
進
ん
で
い
る
。
対
策
は
。

答　

཭
農
の
要
因
は
、
高
齢
化
に
加

え
ถ
生
࢈
の
採
算
性
が
௿
い
こ
と
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
水
Ҵ
ۓ
急
対

策
事
業
等
で
対
策
を
強
化
す
る
。

　

໺
ࡊ
で
は
、
ネ
Ϊ
が
一
൪
ଟ
く

年
に
２
０
０
ト
ン
に
せ
ま
っ
て
い
る
。

ए
ऀ
の
新
ن
就
೶
૿
Ճ
は
ྑ
い
こ
と

だ
が
、
আ
૲
作
業
、
出
ՙ
調
整
作
業

等
、
ল
ྗ
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答　

ऩ
֭
か
ら
出
ՙ
ま
で
に
ख
間
が

か
か
り
、
ߞ
作
面
積
の
֦
大
に
᪳
᪯

さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
生
࢈
者

と
関
係
機
関
と
連
携
し
ল
力
化
に
向

け
て
調
査
研
究
を
進
め
る

　

ߞ
作
์
غ
ా
が
２
０
０
ϔ
ク

タ
ー
ル
と
大
き
な
໘
ੵ
へ
૿
Ճ
し
て

い
る
。
৯
料
の
問
題
、
水
害
防
ࢭ
、

؀
ڥ
໘
等
༷
ʑ
な
問
題
が
あ
る
。
公

ࣾ
化
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答　

中
山
間
地
域
で
は
、
特
に
農
業

維
持
が
困
೉
な
状
況
は
把
握
し
て
い

る
。
公
社
化
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る

が
、
ߞ
作
不
ར
地
が
公
社
に
集
中
す

る
こ
と
が
予
૝
さ
れ
る
。
地
域
の
関

係
者
と
相
談
し
解
決
策
を
模
索
す
る
。

˓ 

ܦ
ࡁ
ͷ
ະ
དྷ

　

ݝ
の
౷
計
に
よ
る
と
、
市
民
の

ฏ
ۉ
ॴ
ಘ
は
、
朝
来
市
が
２
̔
３
万

円
に
対
し
ඣ
路
市
は
３
４
７
万
円
と

63
万
円
の
差
が
あ
る
。
ฏ
ۉ
ॴ
ಘ
を

্
͛
る
方
๏
と
し
て
、
ඣ
路
へ
の
通

ۈ
を
༰
қ
に
す
る
事
が
市
の
ະ
来
へ

の
必
ਢ
৚
݅
と
思
う
が
ॴ
見
は
。

答　

ར
ศ
性
の
向
上
に
引
き
続
き
取

り
組
Ή
。

　

現
在
議
会
で
は
٢
ా
議
員
の
差

別
的
言
動
に
対
す
る
議
員
ࣙ
職
を
ٻ

め
る
੥
ئ
の
審
査
を
し
て
い
る
。　

̔
݄
20
೔
に
委
員
会
が
あ
り
੥
ئ
審

査
を
行
な
っ
た
。
議
員
か
ら
差
別
的

言
ࣙ
を
ड
け
た
当
事
ऀ
の
職
員
を
ট

க
し
て
࣍
の
意
見
を
ฉ
い
た
。

「
会
計
年
度
任
用
職
委
員
を
常
ۈ
職

員
の
Լ
に
見
る
意
ࣝ
、
決
し
て
ۣ
を

踰
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
ࣝ
が

非
常
に
ڧ
く
出
た
言
༿
だ
と
ࢲ
は
ଈ

࠲
に
理
ղ
し
た
。
職
務
差
を
差
別
的

に
༰
ೝ
す
る
発
言
は
非
常
に
ڐ
し
೉

い
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
事
ଶ

が
公
։
の
৔
、
そ
れ
も
本
会
議
の
৔

で
発
生
し
た
こ
と
は
ࢲ
に
と
っ
て
૝

定
外
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
に
も
か

か
わ
ら
ͣ
議
৔
で
な
ぜ
発
言
ఫ
回
の

੠
が
ى
こ
ら
な
い
の
か
と
ڧ
く
ٙ
問

に
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
議
৔
で
な
さ
れ
た
こ
の
議
員

発
言
を
問
題
視
し
て
੥
ئ
を
出
さ
れ

た
市
民
の
よ
う
に
හ
感
に
感
じ
取
ら

れ
た
市
民
も
ଟ
く
い
た
と
思
い
ま
す
。

一
般
市
民
の
੥
ئ
行
動
に
ٹ
わ
れ
た

よ
う
な
ؾ
が
し
ま
す
。」

こ
の
௠
ड़
を
市
௕
は
ど
う
ฉ
い
た
か
。

答　

発
ݴ
が
あ
っ
た
時
現
場
に
い
た

も
の
と
し
て
強
く
反
ল
し
て
い
る
。

ଈ
座
に
発
ݴ
ఫ
回
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
今
思
え
ば
᪳
᪯
す
る
べ
き
で

は
な
か
っ
た
。
議
会
終
ྃ
後
に
当
の

職
員
に
は
深
く
ँ
ࡑ
を
し
た
。

　

議
会
も
当
ہ
も
൓
ল
が
必
要
だ
。

今
後
の
対
応
は
ど
う
か

答　

再
度
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
き

な
い
こ
と
を
期
଴
し
た
い
。
も
し
再

び
あ
れ
ば
、
担
当
課
の
方
で
し
っ
か

り
と
事
案
の
調
査
を
し
て
適
切
に
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

幸
せ
が
循
環
す
る
日
はい

つ
来
る
か

森 

下 

恒 

夫

個人質問

議
員
の
職
員
へ
の

差
別
的
発
言
は
許
さ
れ
な
い

横 

尾 

正 

信

個人質問

▲耕作放棄田を山に返すのか

▲差別的発言は本会議場でなされた

氏名下の二次元コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 18



百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

　

近
年
の
ࡀ
入
ࡀ
出
の
ݮ
少
܏
޲

は
、
ܦ
ࡁ
活
動
の
ఀ
଺
、
少
ࢠ
高
ྸ

化
、
人
ޱ
ྲྀ
出
等
地
Ҭ
課
題
の
Ө
ڹ
。

市
税
、
地
方
交
෇
税
は
共
に
લ
年
度

か
ら
約
一
億
円
の
ݮ
少
で
、
こ
の
܏

޲
は
今
後
も
ଓ
く
見
通
し
。
そ
の
よ

う
な
中
で
ࡒ
੓
基
൫
を
ڧ
化
す
る
た

め
に
は
、
ࡒ
源
確
保
の
方
๏
を
ଟ
֯

的
視
఺
で
໛
ࡧ
す
る
こ
と
が
必
要
。

答　

高
齢
化
の
進
展
や
将
来
的
な
生

࢈
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
ܶ
的

な
税
ऩ
増
は
๬
め
な
い
状
況
。
ふ
る

さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
取
組
、
༡
ٳ
資
࢈
の
ച
٫
や
ି
出

し
等
有
効
活
用
、
国
県
補
助
金
等
の

積
ۃ
的
で
確
実
な
֫
ಘ
、
有
ར
な
地

方
࠴
の
活
用
の
ほ
か
、
さ
ら
な
る
׭

民
連
携
の
導
入
に
向
け
た
調
査
研
究

を
加
速
す
る
。

　

ࡒ
੓
໘
の
人
݅
費
཈
੍
課
題
は

あ
る
が
、
限
ら
れ
た
人
ࡐ
で
効
果
的

に
業
務
を
進
め
、
無
ବ
な
支
出
を
཈

え
な
が
ら
必
要
な
サ
ー
Ϗ
ε
を
ҡ
࣋

す
る
た
め
に
は
、
୹
期
的
な
コ
ε
ト

࡟
ݮ
だ
け
で
は
な
く
、
ক
来
的
な
࣋

ଓ
可
能
性
を
重
視
し
た
人
ࡐ
の
確
保
、

育
成
と
人
員
配
置
の
࠷
適
化
等
、
௕

期
的
視
఺
で
の
人
ࡐ
戦
略
ߏ
ங
が
ݤ

に
な
る
。

答　

職
員
に
つ
い
て
は
ຫ
性
的
な
人

ࡐ
・
人
員
不
足
と
共
に
年
齢
構
成
の

ए
ׯ
の
不
均
衡
と
い
う
課
題
が
あ
る

状
況
で
、
長
期
的
な
適
正
配
置
の
た

め
に
は
年
齢
構
成
の
平
準
化
を
意
識

し
た
人
員
・
人
ࡐ
の
確
保
と
、
職
員

個
々
の
能
力
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
が
必
要
。
計
ը
的
、
効
果
的
な

人
財
へ
の
౤
資
に
よ
り
、
ਅ
に
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
ࡐ
育
成
を
目
指
す
。

財
政
運
営
戦
略

藤 

原 

正 

伸

個人質問

▲財政収支見通しが示す今後の決算収支
（一般財源）の試算

　

ア
グ
リ
π
ー
リ
ζ
ム
を
ど
の
よ

う
に
ධ
Ձ
し
て
い
る
か
。

答　

農
業
体
ݧ
や
自
વ
体
ݧ
は
魅
力

の
あ
る
観
ޫ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と

ධ
価
し
て
い
る
。
今
後
も
観
ޫ
の
一

つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
様
々
な
自

治
体
と
連
携
し
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。

答　

課
題
は
観
ޫ
٬
を
受
け
入
れ
る

࢓
組
。
一
つ
の
農
家
で
は
多
数
の
受

け
入
れ
や
農
作
業
ൟ
๩
期
の
受
け
入

れ
が
೉
し
く
、
ऩ
֭
で
き
る
作
物
の

種
類
や
ྔ
も
制
限
が
あ
る
。
市
内
に

は
農
ധ
で
き
る
施
設
も
少
な
い
。

　

現
在
ྊ
੉
Τ
リ
ア
で
ञ
ଂ
を
活
用

し
た
ツ
ー
リ
ζ
ム
を
検
討
。
農
ധ
の

導
入
の
可
能
性
を
୳
っ
て
い
る
。

　

担
い
手
や
協
ྗ
ऀ
な
ど
人
ࡐ
確

保
が
重
要
で
は
。

答　

担
い
ख
の
確
保
は
非
常
に
大
き

な
課
題
。
体
ݧ
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取

り
ま
と
め
広
報
は
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
ऩ
益
を
生
Ή

࢓
組
の
域
に
は
ୡ
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
੷
や
効
果
を
検
ূ

し
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
実
施

主
体
と
、
活
動
に
ڵ
ຯ
が
あ
る
方
が

連
携
し
、
受
け
入
れ
体
制
を
広
く
構

築
す
る
な
ど
、
次
の
担
い
ख
の
確
保

に
お
い
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

˓ 

Ξ
ά
Ϧ
π
ồ
Ϧ
ζ
Ϝ
Ͱ
Ҡ
ॅ
ଅ
ਐ

　

大
変
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

移
ॅ
後
の
生
活
に
農
業
と
の
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
を
求
め
る
方
は
多

く
、
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ζ
ム
を
は
じ
め

と
し
た
農
業
を
テ
ー
Ϛ
と
す
る
現
地

体
ݧ
型
の
取
り
組
み
は
、
移
ॅ
促
進

に
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
。
今
後
も
、

農
業
か
ら
移
ॅ
に
つ
な
が
る
࢓
組
み

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性

藤 

本 

邦 

彦

個人質問

▲岩津ねぎの収穫体験
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百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

˓ 

ݱ
ঢ়
Λ
ௐ
ࠪ
͠
ൃ
ల
త
׆
༻
Λ
ʂ

　

市
಺
に
は
58
ἃ
ॴ
の
公
Ԃ
と
ε

ポ
ー
π
公
Ԃ
、
৿
ྛ
自
વ
公
Ԃ
も
あ

る
。
機
能
せ
ͣ
管
理
が
不
े
෼
と
高

校
生
議
会
か
ら
も
指
ఠ
が
あ
る
が
、

管
理
と
活
用
に
つ
い
て
ਘ
Ͷ
る
。

答　

58
と
他
の
公
Ԃ
は
、
௚
Ӧ
、
委

託
、
指
定
管
理
で
ܜ
い
の
場
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
る
が
、
管
理
の
不
十

分
さ
は
反
ল
し
た
い
。
機
能
し
て
な

い
も
の
は
、
ഇ
ࢭ
も
し
て
い
る
。

　

水
ล
の
ָ
校
計
ը
で
施
工
し
た

஛
ా
਌
水
公
Ԃ
は
、
管
理
が
࠷
ѱ
。

機
能
し
て
い
な
い
公
Ԃ
を
ഇ
ࢭ
し
、

総
߹
ӡ
動
公
Ԃ
や
戦
຅
ऀ
Қ
ྶ
公
Ԃ

を
整
備
す
る
ؾ
は
な
い
か
。

答　

ྊ
੉
̢
Ｃ
跡
地
は
現
在
募
集
中
。

　

೻
ୠ
道
の
̥
̖
、
和
ా
山
ප
Ӄ
、

ྊ
੉
ප
Ӄ
の
੻
地
の
活
用
に
つ
い
て
、

ま
た
、
戦
຅
ऀ
Қ
ྶ
ฏ
和
公
Ԃ
に
つ

い
て
ߏ
૝
は
あ
る
か
。

答　

和
田
山
̢
Ｃ
跡
地
は
市
場
サ
ウ

デ
ィ
ン
グ
方
式
で
有
効
な
施
設
を
考

え
た
い
。
平
和
公
Ԃ
は
情
報
を
共
有

し
、
研
究
し
な
が
ら
考
え
た
い
。

˓ 

ߴ
ن
֨
ҩ
ྍ
ػ
ث
ͷ
ಋ
ೖ
ݕ
౼
Λ

　

ീ
ࣛ
ප
Ӄ
の
̥
Ｅ
̩
ổ
̘
̩
、

̢
̧
Ｉ
導
入
で
朝
来
医
療
η
ン
タ
ー

へ
の
̢
̧
Ｉ
設
置
が
ࠔ
೉
に
な
っ
た
。

ീ
ࣛ
ප
Ӄ
に
情
報
提
供
が
無
か
っ
た

ۤ
情
と
朝
来
医
療
η
ン
タ
ー
に
手
ज़

支
ԉ
ロ
Ϙ
ッ
ト
̷
̸
̽
̾
̓
̾
́
̸

の
導
入
を
ߏ
成
市
と
し
て
考
え
な
い

か
。

答　

要
๬
は
構
成
市
「
๛
Ԭ
市
」、

管
理
者
と
連
携
し
た
い
。

公
園
の
活
用
で

市
の
活
性
化
と
経
済
効
果
を
生
め
！

日 

下 　

 

茂

個人質問

▲導入が期待される手術支援ロボット

ด会த΋ҕһ会׆ಈにऔΓ૊Έましͨ
委員会 開催日 調査・ڠ議事߲ 委員会 開催日 調査・ڠ議事߲

૯຿
ৗ೚委員会

7 月 10 日 朝来市消防団の現状について【一般会議】

議会運営
委員会

7 月 4 日 第 20 回定例会の日程について等

7 月 29 日

業務改善について 7 月 24 日 第 19 回臨時会の議案等について
人事給与について 8 月 1 日 請願第 2 号及び請願第 3 号について
公文書管理について 8 月 20 日 第 20 回定例会の議案等について等
市ホームページについて 8 月 26 日 台風 10 号に関する議会運営について
朝来庁舎等整備について

報޿ௌ޿
ৗ೚委員会

7 月 2 日 議会だよりの編集・発行について等

8 月 5 日 地域コミュニティの在り方について
【調査研修会】 7 月 23 日 議会だよりの編集・発行について等

8 月 7 日
福知山市視察

（災害時等における無人航空機（ドローン）を活用した
物資輸送等に関する協定について）

8 月 8 日 議会報告会について

จ教ຽੜ
ৗ೚委員会

6 月 27 日 多可町視察
（健幸ポイント事業及び健幸アプリの取組について）

8 月 19 日 議会報告会について

7 月 5 日 健康増進について

議会վֵ調査
特別委員会

6 月 26 日 市長と市議会議員の同日選挙について等
7 月 10 日 健康増進について 7 月 11 日 議会改革（案）について等

8 月 8 日
ヤングケアラーについて 7 月 30 日 議員定数について等

ひきこもりについて 8 月 8 日 議員定数改正に向けたパブリックコメ
ントについて等

設ݐ業࢈
ৗ೚委員会

6 月 27 日
観光施設等について 8 月 20 日 議員定数改正に向けたパブリックコメ

ントについて等
特産物振興について

7 月 12 日 公共交通について
8 月 9 日 観光施設等について

氏名下の二次元コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 20



生野高校生議員感想

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
否
の
状
況
／

委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
調
査
報
告
／一般
会
議

実
施
報
告
／
パ
ブ
コ
メ
結
果
報
告

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

高
校
生
議
会

高
校
生
議
会
／

日
程（
12
月
定
例
会
の
予
定
）

令和６年度令和６年度

高校生議会高校生議会

　僕は、議長をさせていただき、
とても貴重な体験でした。また、
一般質問では議員さんが実際に現
地調査に行ってくださったり、ど
うしてこの提案が難しいのか、こ
のような取り組みをしてはどうか、
など丁寧な答弁をしてくださりま
した。本当にありがとうございま
した。

দ·
ͭ

ాͩ  

ঘͳ
͓

େͻ
Ζ

ٞ
һ

ٞ
௕

　朝来市議会高校生議会に参加を
してみて、改めて朝来市のことに
ついて知ることができました。地
域の問題について深く考えるいい
機会になったと思います。多くの
人と意見を交わすことで、新しい
考え方が得られもっと地域のこと
について知りたいと思いました。

Ҵ͍
ͳ

༿͹  

Ѫ·
ͳ

ඒΈٞ
һ

　高校生議会に参加して意見交換
の重要性と社会への関心が高まった
かなと思います。
　他校の皆さんの意見を聞いて様々
な視点から学ぶことができました。
提案した意見はそれぞれ違いますが
朝来市をよりよくするという同じ目
標に向かって活動することで仲間と
の絆も深まったと思います。

ฏͻ
Β

Ԭ͓
͔  

༝Ώ

ҥ͍ ٞ
һ

　朝来市高校生議会に参加をし、
議員さん方のお話を聞いて改めて
自分の住んでいる地域をより知る
ことができました。とても貴重な
体験が出来てとても勉強になりま
した。答弁していただいた回答を
もとに今後の活動に活かしていき
たいです。

Ԭ͓
͔

΍ࢁ
·  

႒Γ
Μ

͔߳ٞһ

　高校生議会に参加し、朝来市の
課題について深く考える貴重な機
会を得ました。緊張しながらも意
見を発表し、議員の方から丁寧な
回答をいただきました。この経験
を通じて、社会の仕組みや問題解
決に対する理解が深まり、今後の
活動に生かしたいと感じました。

Ҫ͍
ͷ

্͏
͑  

੟·
͞

ཅ͸
Δ

ٞ
һ

　高校生議会に参加して、朝来市
のことをもっと考えていきたいと
思いました。本番はとても緊張し
ましたが私が思う朝来市の改善点
が提案できました。その提案に対
して議員の方に丁寧に回答してい
ただきとても嬉しかったです。議
会に参加する機会は中々ないので
とてもいい経験になりました。

΄ࡉ
ͦ

઒͔
Θ  

ཅͻ

༿Α

ཬΓ ٞ
һ

　令和６年̔月１日、高校ੜ議会を開催しました。
　࣍ੈ୅を୲͏高校ੜの੓࣏΍஍ํ࣏ࣗへのҙࣝৢ੒を໨తとして、ࠓ年で４回໨の開
催となりました。
。૝を͝঺հしますײՃされた１５名の高校ੜ議員のࢀ　
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和田山高校生議員感想
百
条
委
員
会
／
政
倫
審

決
算
認
定

決
算
審
査
意
見

／
補
正
予
算

賛
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　初めての体験だったため、とて
も緊張し、読むだけなのに、何度
も噛んでしまったり、読み間違え
たりしてしまいました。しかし、
このような体験は今後することが
ないと思ったため、一生懸命取り
組もうと思い、頑張りました。こ
の経験を今後に生かしたいです。

΍ࢁ
·

಺͏
ͪ  

༐Ώ
͏

ͱే ٞ
һ

ٞ
௕

　トップバッターだったので、しっ
かり質問できることを目標にしま
した。本番では、少し噛んだ所も
ありましたが、質問を伝えること
ができて良かったです。

ੴ͍
͠

Ҫ͍  

༏Ώ
͏

ཬΓٞ
һ

　リハーサルの時はすごく緊張し
ましたが、頑張って話すことがで
きました。私の提案に対しての答
弁に少し不満がありました。
（提案に対して、できるかできない
か結論が聞きたかったです。）

౔Ͳ

Ҫ͍  

੕ͤ
ಸͳ ٞ

һ

　最初は絶対出来ないし、無理だ
と思っていたけれど、リハーサル
の時よりゆっくり話すことができ
たので良かったと思いました。緊
張したけれど、貴重な経験ができ
たので、参加できてよかったです。

େ͓
͓

ྛ͹
΍
͠ 

Ώ
͋ٞһ

　初めて議会に参加して、とても
緊張して疲れましたが、とても良
い経験になったと思います。市の
議員の方と話すことはめったにな
いので、今日の経験を忘れないよ
うにしたいと思います。

͞ࡔ
͔

ຊ΋
ͱ  

ඒΈ

݄ͮ
͖

ٞ
һ

　人が沢山いて緊張しました。リ
ハーサルよりは上手くできたと思
いましたが、声が震えました。次
に人前に立つことがあるときは、
もっと自信をつけたいです。

౻;
͡

Θݪ
Β  

੒ͳ

ٞ ͳࡊ
һ

　初めて立った場所なので、良い
経験になりました。間違えた所も
ありましたが、それはそれで学ぶ
ことがあったので、次に生かして
いきたいです。他のメンバーの質
問に対する答弁も聞くことができ
て、色々と勉強になりました。

ү͍
ͦ

ɹ  

Ѫ͋
͍

ཧΓٞ
һ

　普段できないことをして、慣れ
ないことが多く、緊張しました。
答弁では、思っていたよりも難し
い内容が返ってきましたが、自分
なりに理解しようと思いました。

Ҫ͍
खͰ

͙ޱ
ͪ  

૘͞
Θ

ٞ
һ

　初めはとても緊張していました。
大勢の大人に対して自分の意見を
話す機会などめったにないことな
ので、とても貴重な体験になりま
した。緊張しながらも堂々と話せ
たと思います。

෱;
͘

΋ݩ
ͱ  

Εྱ

ೀͳٞ
һ
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両校教諭の感想
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山本　識人 教諭（生野高校）

　これまで生徒たちはなかなか町づくりな
どについて考えたことがなく、自分たちが
どういうことに困っていて、何を改善して
もらえそうか、など考えたことがあまりな
かったように思います。ところが、このよ
うな機会を得まして、考えていく中で、自
分たちの町を自分たちで作っていくのだと
いう気持ちが少し芽生えたのではないかと
感じます。
　今すぐ何かを変えられるわけではないか
もしれませんが、生徒たちの中に自分たち
が住んでいる地域をよくする主体としての
自覚が育つことを期待しています。

黒﨑　真理子 教諭（和田山高校）

　今年度で４年目の開催となり、毎年この
ような貴重な経験の場を設けていただき、
感謝申し上げます。また、準備から当日ま
で朝来市議会議員の皆様をはじめ、事務局
の方にも大変お世話になりました。
　参加した生徒たちは、高校生の目線で朝
来市の課題と向き合い、手こずりながらも
自分たちなりに通告書を作成しました。限
られた時間の中で、完成させるのに苦労し
ましたが、生徒たちにとって、市政に対し
て自分ごととして考える良いきっかけとな
りました。

高校生議員の一般質問項目は高校生議員の一般質問項目は
以下のとおりです以下のとおりです

生野高校 和田山高校

大林 ゆあ　議員

朝来市内にある公
園の整備について

細川 陽葉里　議員

買い物がしづらい
方への対応につい
て

井手口 爽　議員

歩行者や自転車利
用者の安全確保に
ついて

岡山 凛香　議員

朝来市の支援金制
度について

坂本 美月　議員

ＪＲ和田山駅前の
活性化と電車利用
者の利便性の向上

稲葉 愛美　議員

ＪＲ生野駅東側待
合室の活用

石井 優里　議員

朝来市をより広く
アピールするス
イーツについて

福元 礼捺　議員

経済活性化のための
「空き店舗バンク」
の開設について

松田 尚大　議員

駅の近くに気軽に
使える公共施設を
作って欲しい

藤原 成菜　議員

今年再開される和
田山の花火大会に
ついて

平岡 由衣　議員
朝来市の駅に思い
出に残るお土産の
設置をしたいと考
えています

土井 星奈　議員

電車の待合室を有
効活用するための
提案

井上 聖陽　議員

学校の老朽化につ
いて

磯 　愛理　議員

アグリツーリズム
を活用した地域活
性化について
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ཾ
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令
和
６
年
度
の
高
校
生
議
会
を
す
ば

ら
し
い
議
会
に
創
り
出
し
て
い
た
だ
い

た
県
立
生
野
高
等
学
校
と
県
立
和
田
山

高
等
学
校
の
高
校
生
議
員
の
օ
さ
ま
と

多
大
な
る
ご
協
力
を
ࣀ
り
ま
し
た
ઌ
生

方
に
心
よ
り
ޚ
ྱ
を
ਃ
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
͟
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
議
員
の
օ
さ
ん
は
、
多
く
の

時
間
を
費
や
し
て
万
全
の
準
備
を
進

め
、
本
議
会
に
ಊ
々
と
自
信
を
持
っ
て

ྟ
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
高
い
ࢤ
に
心
か

ら
ܟ
意
を
表
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
校
生
と
し
て
の
ࢹ
点
と

立
場
か
ら
、
自
分
た
ち
の
課
題
と
し
て

地
域
の
課
題
を
挙
げ
、
的
確
に
考
え
を

ड़
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
経
ݧ
を
基
に
し
て
ॅ

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と
朝
来
の
未
来

づ
く
り
に
つ
い
て
、
օ
さ
ん
が
自
ら
、

ど
う
い
う
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
を
更
に
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
଴
し
て
い
ま
す
。

令和６年度高校生議会　正副議長講評

足
　ཱ

ٛ
ඒ　
副
議
௕

　

高
校
生
議
会
は
４
回
目
を
ܴ
え
ま
し

た
。
主
ݖ
者
教
育
の
一
؀
と
い
う
性
格

を
有
し
て
い
ま
す
。
օ
さ
ん
が
主
ݖ
者

と
し
て
自
覚
を
持
つ
こ
と
は
、
た
だ
の

ݖ
ར
を
௒
え
て
、
੹
೚
も
൐
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
政
治
や
社
会
の
࢓
組
み
に
つ

い
て
学
び
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
行

動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
օ
さ
ん
の

声
が
未
来
を
形
づ
く
る
力
に
な
り
ま

す
。
今
日
こ
こ
で
の
օ
さ
ん
の
ਅ
݋
な

質
問
が
、
将
来
に
向
け
て
の
第
一
า
と

な
る
こ
と
を
ئ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ए
者
の
ࢹ
点
や
ア
イ
デ
ア
は
、
と
き

に
新
し
い
風
を
ਧ
き
込
み
ま
す
。
社
会

は
常
に
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
新
઱
な
ࢹ
点
が

必
要
で
す
。
օ
さ
ん
が
持
つ
ಠ
自
の
考

え
方
や
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
今
後
の
社
会

を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
の
ώ
ン

ト
に
な
れ
ば
な
と
考
え
ま
す
。
長
年
の

׳
習
や
ݻ
定
観
೦
に
と
ら
わ
れ
ͣ
、
自

分
自
身
の
感
覚
を
信
じ
、
柔
軟
な
思
考

を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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